
平成30年度　江戸川区立鹿本中学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組指標 成果指標 取組 成果 成果と課題 評価 コメント

学校教育目標
・自ら進んで学び、心豊かな生徒に育てる
・自ら考え、自主的に行動する生徒に育てる
・健康なからだと、気力にあふれる生徒に育てる

①生徒の長所を見出し、きめ細かい指導に心掛け、生徒一人一人の個性や能力を育む学校　②基本的生活習慣を
身に付けさせ、社会に通用する規律を重んじる学校　③時と場所を考え、正しい挨拶が当たり前に交わされる学校
④自他の意見に耳を傾け、他を尊重しながら共に未来を切り拓く担い手が育成できる学校　⑤保護者・地域と協働
し、、地域に貢献する学校

前年度までの学校経営上の
成果と課題

教育委員会
重点課題

取組項目 評価の視点
評価指標・評価基準 自己評価 学校関係者評価 次年度に向けた改

善策

＜成果＞　①体力の向上は、昼休みや体育授業での補強運動などで成果が見られた。
　　　　　　  ②いじめ調査や校内委員会などで情報を共有化することにより、早期の対応ができた。
　　　　　　  ③校内の特別支援学級及び鹿本学園との交流により、障がい者理解を進められた。

＜課題＞①家庭学習の定着が図られなかった。
　　　　　  ②地域・保護者との連携を強め、学校公開時の保護者参観が少なかった。
　　　　　  ③学校情報発信時に、工夫が必要。

特色ある教育の
展開

小中連携教育の推進 「小中連携教育構想」及び「各教科等の連携教
育プログラム」による連携の充実

公開授業…年２回
道徳授業公開…年１回

生徒の話し合い発言
生徒の意識改革 A Ｃ

〇公開授業は達成
●話し合い活動への工夫が不十分 Ｂ

小中連携を深めて欲しい 教科の交流を増やして
いく

インクルーシブ教育
の推進

特別な支援を必要とする方々に対する意識向上 通常学級・特別支援学級の交
流

通常学級の生徒からの働きか
け Ｂ Ｃ

〇行事を通じた交流ができた
●日常的な交流の場が少ない Ｂ

障がい者への理解を深めて欲
しい

日常的な交流の場を
設定する

教員の資質向上

教員研修の充実 ＩＣＴアシスタントによる校内研修の実施によるＩＣ
Ｔを活用した教員の授業力の向上

年間を通してＩＣＴ教材の開発
ＩＣＴ研修…年３回

授業観察により成果の確認
A Ｃ

〇ICT研修の実施
●ＩＣＴ機器の活用が不十分 Ｂ

興味を持たせる工夫をして欲し
い

ICT機器の活用を進め
る

特別支援教育の更な
る充実

「特別支援教育校内伝達研修会」等の実施によ
る教員の指導力の向上

特別支援学級との交流…適宜
特別支援学校との交流

特別な配慮を要する生徒への
理解及び支援 Ｂ Ｂ

〇生徒理解が深まった
●全教員が交流に関われなかった Ｂ

一人ひとりを大切にしている 全教員が関われる計
画を立案する

授業改善 生徒が分かる授業、楽しく参加できる授業 授業観察３回以上
教員相互の授業参観

年３回以上の授業観察・協議
生徒による授業評価シート Ｃ Ｃ

〇生徒の満足率９０％
●教員相互の授業参観が少ない Ａ

先生方は努力している
成果物は充実していた

相互の授業参観を計
画的に行う

いきいきと学ぶ
教育の充実

確かな学力の向上 補習の実施や東京ベーシックドリルの活用による
きめ細やかな指導の充実と授業力の向上

年３５回以上の補習
ｅライブラリー補習…２，３回
その他考査前、コンテスト前

補習実施回数
eライブラリーの活用 Ｂ Ｃ

〇補習実施回数40回
●eライブラリーの活用率が低い Ｂ

体力の向上 体育の授業や休み時間における主体的な運動
の実施による運動意欲の向上

新種目の実施
体育委員会による働きかけ

アンケートによる検証
休み時間のボール利用 A Ｂ

〇新種目へ意欲的に取り組む
●休み時間は男子が主だった Ａ

オリパラ教育の推進 「オリンピック・パラリンピックレガシー創造プラン」
の３つの視点を踏まえた取組の充実

便利な機能は積極的に利用し
てもらいたい

eライブラリーの活用を
進める

読書科の更なる充実 学校図書館の整備・活用の推進や探究的な学
習の充実

図書館SVの助言による整備
図書館を活用した探求的な学習

探求学習に必要な図書の充実
図書館を利用した授業 Ｃ Ｄ

〇図書委員を中心とした整備
●図書館を利用した授業が少ない Ｃ

本を読む大切さを教えて欲し
い

図書を充実させる

講演会…2回
「障害者理解」「豊かな国際感覚」

事後アンケートによる変容の
検証 A A

〇障がい者の苦労を考える契機となった
●日常生活で障害者への支援 Ａ

オリンピアを呼んだ講演会を
行って欲しい

Ｂ
規範意識を向上させて欲しい 家庭との連携をさらに

密にしていく

健康つくりを推進して欲しい 体育委員を中心に取り
組む

検討する

相談体制
健全育成の充実

健全育成の充実 「江戸川っ子・家庭ルール」の推進による児童・
生徒の生活習慣や情報モラル意識の向上

保護者向けの研修会
安全指導の充実

各家庭でのルール作成
事後アンケートによる検証 Ｂ Ｂ

〇87%の家庭でルール作成
●SNSでの生徒間トラブルの発生


